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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信中にロケーションベースサービスを管理するための方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡＴのターゲット基地
局へのユーザ機器の無線アクセス技術（ＲＡＴ）間システム変更を実行することと、
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定することと、
　前記位置ロケーションセッションが起動しているとき、前記第１のＲＡＴとともに使用
される測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するかどうかを決定することと、
　前記第１のＲＡＴの前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するとき、前記測位
プロトコルを用いて前記位置ロケーションセッションを継続することと、
　前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合しないとき、前記位置ロケーションセッ
ションを再起動すること、または新しい位置ロケーションセッションのネットワーク開始
を待つことのいずれかと、
　前記位置ロケーションセッションが起動していないとき、前記第２のＲＡＴの測位プロ
トコルを用いて位置ロケーションセッションを開始することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記ユーザ機器のインターネットプロトコルアドレスが前記ＲＡＴ間システム変更中に
維持されるときを決定することと、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されるとき、前記位置ロケーションセッ
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ションが起動しているかどうかを決定することと、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されないとき、新しい位置ロケーション
セッションを起動することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　トランスポートレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）プロトコル交換が完了しているかどうか
を決定することと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しているとき、セキュアユーザプレーンロケーション
プロトコルタイムアウトが発生したかどうかを決定することと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しておらず、ＴＬＳプロトコルエラーが示されないと
き、前記ＴＬＳプロトコル交換を継続することと、
　ＴＬＳプロトコルエラーが示されたとき、前記ＴＬＳプロトコル交換を再起動すること
と
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを前記決定することは、セキュア
ユーザプレーンロケーション位置初期化メッセージが送られたかどうかを決定することを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記位置ロケーションセッションがＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ
）測位プロトコル（ＬＰＰ）を使用する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡＴのターゲット基地
局へのユーザ機器の無線アクセス技術（ＲＡＴ）間システム変更を実行するための手段と
、
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定するための手段と、
　前記位置ロケーションセッションが起動しているとき、前記第１のＲＡＴとともに使用
される測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するかどうかを決定するための手段と、
　前記第１のＲＡＴの前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するとき、前記測位
プロトコルを用いて前記位置ロケーションセッションを継続するための手段と、
　前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合しないとき、前記位置ロケーションセッ
ションを再起動すること、または新しい位置ロケーションセッションのネットワーク開始
を待つことのいずれかを行うための手段と、
　前記位置ロケーションセッションが起動していないとき、前記第２のＲＡＴの測位プロ
トコルを用いて位置ロケーションセッションを開始するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項７】
　前記ユーザ機器のインターネットプロトコルアドレスが前記ＲＡＴ間システム変更中に
維持されるときを決定するための手段と、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されるとき、前記位置ロケーションセッ
ションが起動しているかどうかを決定するための手段と、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されないとき、新しい位置ロケーション
セッションを起動するための手段と
をさらに備える、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　トランスポートレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）プロトコル交換が完了しているかどうか
を決定するための手段と、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しているとき、セキュアユーザプレーンロケーション
プロトコルタイムアウトが発生したかどうかを決定するための手段と、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しておらず、ＴＬＳプロトコルエラーが示されないと
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き、前記ＴＬＳプロトコル交換を継続するための手段と、
　ＴＬＳプロトコルエラーが示されたとき、前記ＴＬＳプロトコル交換を再起動するため
の手段と
をさらに備える、請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定するための前記手段は、セ
キュアユーザプレーンロケーション位置初期化メッセージが送られたかどうかを決定する
ための手段を備える、請求項６に記載の装置。
【請求項１０】
　前記位置ロケーションセッションがＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ
）測位プロトコル（ＬＰＰ）を使用する、請求項６に記載の装置。
【請求項１１】
　少なくとも１つのコンピュータに、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局
から第２のＲＡＴのターゲット基地局へのユーザ機器の無線アクセス技術（ＲＡＴ）間シ
ステム変更を実行させるためのプログラムコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、位置ロケーションセッションが起動しているかどう
かを決定させるためのプログラムコードと、
　前記位置ロケーションセッションが起動しているとき、少なくとも１つのコンピュータ
に、前記第１のＲＡＴとともに使用される測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合する
かどうかを決定させるためのプログラムコードと、
　前記第１のＲＡＴの前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するとき、少なくと
も１つのコンピュータに、前記測位プロトコルを用いて前記位置ロケーションセッション
を継続させるためのプログラムコードと、
　前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合しないとき、少なくとも１つのコンピュ
ータに、前記位置ロケーションセッションを再起動すること、または新しい位置ロケーシ
ョンセッションのネットワーク開始を待つことのいずれかを行わせるためのプログラムコ
ードと、
　前記位置ロケーションセッションが起動していないとき、少なくとも１つのコンピュー
タに、前記第２のＲＡＴの測位プロトコルを用いて位置ロケーションセッションを開始さ
せるためのプログラムコードと
を備える、コンピュータプログラム。
【請求項１２】
　少なくとも１つのコンピュータに、前記ユーザ機器のインターネットプロトコルアドレ
スが前記ＲＡＴ間システム変更中に維持されるときを決定させるためのプログラムコード
と、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されるとき、少なくとも１つのコンピュ
ータに、前記位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定させるためのプ
ログラムコードと、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されないとき、少なくとも１つのコンピ
ュータに、新しい位置ロケーションセッションを起動させるためのプログラムコードと
をさらに備える、請求項１１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　少なくとも１つのコンピュータに、トランスポートレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）プロ
トコル交換が完了しているかどうかを決定させるためのプログラムコードと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しているとき、少なくとも１つのコンピュータに、セ
キュアユーザプレーンロケーションプロトコルタイムアウトが発生したかどうかを決定さ
せるためのプログラムコードと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しておらず、ＴＬＳプロトコルエラーが示されないと
き、少なくとも１つのコンピュータに、前記ＴＬＳプロトコル交換を継続させるためのプ
ログラムコードと、
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　ＴＬＳプロトコルエラーが示されたとき、少なくとも１つのコンピュータに、前記ＴＬ
Ｓプロトコル交換を再起動するためのプログラムコードと
をさらに備える、請求項１１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　少なくとも１つのコンピュータに、位置ロケーションセッションが起動しているかどう
かを決定させるための前記プログラムコードは、少なくとも１つのコンピュータに、セキ
ュアユーザプレーンロケーション位置初期化メッセージが送られたかどうかを決定させる
ためのプログラムコードを備える、請求項１１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１５】
　前記位置ロケーションセッションがＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ
）測位プロトコル（ＬＰＰ）を使用する、請求項１１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡＴのターゲット基地
局へのユーザ機器の無線アクセス技術（ＲＡＴ）間システム変更を実行することと、
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定することと、
　前記位置ロケーションセッションが起動しているとき、前記第１のＲＡＴとともに使用
される測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するかどうかを決定することと、
　前記第１のＲＡＴの前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するとき、前記測位
プロトコルを用いて前記位置ロケーションセッションを継続することと、
　前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合しないとき、前記位置ロケーションセッ
ションを再起動すること、または新しい位置ロケーションセッションのネットワーク開始
を待つことのいずれかを行うことと、
　前記位置ロケーションセッションが起動していないとき、前記第２のＲＡＴの測位プロ
トコルを用いて位置ロケーションセッションを開始することと
を行うように構成された、装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ユーザ機器のインターネットプロトコルアドレスが前記ＲＡＴ間システム変更中に
維持されるときを決定することと、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されるとき、前記位置ロケーションセッ
ションが起動しているかどうかを決定することと、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されないとき、新しい位置ロケーション
セッションを起動することと
を行うようにさらに構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　トランスポートレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）プロトコル交換が完了しているかどうか
を決定することと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しているとき、セキュアユーザプレーンロケーション
プロトコルタイムアウトが発生したかどうかを決定することと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しておらず、ＴＬＳプロトコルエラーが示されないと
き、前記ＴＬＳプロトコル交換を継続することと、
　ＴＬＳプロトコルエラーが示されたとき、前記ＴＬＳプロトコル交換を再起動すること
と
を行うようにさらに構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、セキュアユーザプレーンロケーション位置初期化
メッセージが送られたかどうかを決定するようにさらに構成された、請求項１６に記載の
装置。
【請求項２０】
　前記位置ロケーションセッションがＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ
）測位プロトコル（ＬＰＰ）を使用する、請求項１６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、無線ア
クセス技術間で動作するときにロケーションベースサービスの継続性を維持することに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信ネットワークは、ボイス、ビデオ、パケットデータ、メッセージ
ング、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている
。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有すること
によって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。ワ
イヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポートす
ることができるいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウンリンクおよびアップリンク
を介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）は基地局からＵＥへ
の通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵＥから基地局への通信リ
ンクを指す。
【０００３】
　[0003]基地局は、ＵＥにダウンリンク上でデータおよび制御情報を送信し得、および／
またはＵＥからアップリンク上でデータおよび制御情報を受信し得る。ダウンリンク上で
は、基地局からの送信は、ネイバー基地局からの送信、または他のワイヤレス無線周波数
（ＲＦ）送信機からの送信による干渉に遭遇することがある。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信中にロケーションベースサービスを管理するための方法を提供す
る。本方法は、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡＴのタ
ーゲット基地局へのユーザ機器のＲＡＴ間システム変更を実行することを含む。本方法は
また、位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定することを含む。本方
法は、位置ロケーションセッションが起動しているとき、第１のＲＡＴとともに使用され
る測位（位置特定）プロトコルが第２のＲＡＴに適合するかどうかを決定することをさら
に含む。本方法は、第１のＲＡＴの測位プロトコルが第２のＲＡＴに適合するとき、その
測位プロトコルを用いて位置ロケーションセッションを継続することをまたさらに含む。
本方法はまた、測位プロトコルが第２のＲＡＴに適合しないとき、位置ロケーションセッ
ションを再起動すること、または新しい位置ロケーションセッションのネットワーク開始
を待つことのいずれかを含む。本方法は、位置ロケーションセッションが起動していない
とき、第２のＲＡＴの測位プロトコルを用いて位置ロケーションセッションを開始するこ
とをさらに含む。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、第１の無線アクセス技術（
ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡＴのターゲット基地局へのユーザ機器のＲＡＴ間
システム変更を実行するための手段を含む。本装置はまた、位置ロケーションセッション
が起動しているかどうかを決定するための手段を含む。本装置は、位置ロケーションセッ
ションが起動しているとき、第１のＲＡＴとともに使用される測位プロトコルが第２のＲ
ＡＴに適合するかどうかを決定するための手段をさらに含む。本装置は、第１のＲＡＴの
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測位プロトコルが第２のＲＡＴに適合するとき、その測位プロトコルを用いて位置ロケー
ションセッションを継続するための手段をまたさらに含む。本装置はまた、測位プロトコ
ルが第２のＲＡＴに適合しないとき、位置ロケーションセッションを再起動すること、ま
たは新しい位置ロケーションセッションのネットワーク開始を待つことのいずれかを行う
ための手段を含む。本装置は、位置ロケーションセッションが起動していないとき、第２
のＲＡＴの測位プロトコルを用いて位置ロケーションセッションを開始するための手段を
さらに含む。
【０００６】
　[0006]ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品を提供する。本コンピュー
タプログラム製品は、プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を含む
。プログラムコードは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲ
ＡＴのターゲット基地局へのユーザ機器のＲＡＴ間システム変更を実行するためのプログ
ラムコードを含む。プログラムコードはまた、位置ロケーションセッションが起動してい
るかどうかを決定するためのプログラムコードを含む。プログラムコードは、位置ロケー
ションセッションが起動しているとき、第１のＲＡＴとともに使用される測位プロトコル
が第２のＲＡＴに適合するかどうかを決定するためのプログラムコードをさらに含む。プ
ログラムコードは、第１のＲＡＴの測位プロトコルが第２のＲＡＴに適合するとき、その
測位プロトコルを用いて位置ロケーションセッションを継続するためのプログラムコード
をまたさらに含む。プログラムコードはまた、測位プロトコルが第２のＲＡＴに適合しな
いとき、位置ロケーションセッションを再起動すること、または新しい位置ロケーション
セッションのネットワーク開始を待つことのいずれかを行うためのプログラムコードを含
む。プログラムコードは、位置ロケーションセッションが起動していないとき、第２のＲ
ＡＴの測位プロトコルを用いて位置ロケーションセッションを開始するためのプログラム
コードをさらに含む。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、（１つまたは複数の）プロ
セッサと（１つまたは複数の）プロセッサに結合されたメモリとを含む。（１つまたは複
数の）プロセッサは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡ
Ｔのターゲット基地局へのユーザ機器のＲＡＴ間システム変更を実行するように構成され
る。（１つまたは複数の）プロセッサはまた、位置ロケーションセッションが起動してい
るかどうかを決定するように構成される。（１つまたは複数の）プロセッサは、位置ロケ
ーションセッションが起動しているとき、第１のＲＡＴとともに使用される測位プロトコ
ルが第２のＲＡＴに適合するかどうかを決定するようにさらに構成される。（１つまたは
複数の）プロセッサは、第１のＲＡＴの測位プロトコルが第２のＲＡＴに適合するとき、
その測位プロトコルを用いて位置ロケーションセッションを継続するようにまたさらに構
成される。（１つまたは複数の）プロセッサはまた、測位プロトコルが第２のＲＡＴに適
合しないとき、位置ロケーションセッションを再起動すること、または新しい位置ロケー
ションセッションのネットワーク開始を待つことのいずれかを行うように構成される。（
１つまたは複数の）プロセッサは、位置ロケーションセッションが起動していないとき、
第２のＲＡＴの測位プロトコルを用いて位置ロケーションセッションを開始するようにさ
らに構成される。
【０００８】
　[0008]ここでは、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。以下で、本開示の追加の特徴お
よび利点について説明する。本開示は、本開示の同じ目的を実行するための他の構造を変
更または設計するための基礎として容易に利用され得ることを、当業者は諒解されたい。
また、そのような等価な構成は、添付の特許請求の範囲に記載の本開示の教示から逸脱し
ないことを、当業者は了解されたい。さらなる目的および利点とともに、本開示の編成と
動作の方法の両方に関して、本開示を特徴づけると考えられる新規の特徴は、添付の図に
関連して以下の説明を検討するとより良く理解されよう。ただし、図の各々は、例示およ
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び説明のみの目的で与えたものであり、本開示の限界を定めるものではないことを明確に
理解されたい。
【０００９】
　[0009]本開示の特徴、特性、および利点は、全体を通じて同様の参照符号が同様のもの
を指す図面とともに、以下に記載する発明を実施するための形態を読めばより明らかにな
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】[0010]電気通信システムの一例を概念的に示すブロック図。
【図２】[0011]電気通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を概念的に示
す図。
【図３】[0012]アップリンク通信における例示的なフレーム構造を概念的に示すブロック
図。
【図４】[0013]本開示の一態様に従って構成された基地局／ｅノードＢおよびＵＥの設計
を概念的に示すブロック図。
【図５】[0014]ロケーションベースサービスコールフローを示すブロック図。
【図６】[0015]本開示の一態様による、ロケーションベースサービス継続性を維持するた
めの方法を示すブロック図。
【図７】[0016]本開示の一態様による、ロケーションベースサービス継続性を維持するた
めの方法を示すブロック図。
【図８】[0017]本開示の一態様による、ロケーションベースサービス継続性を維持するた
めの構成要素を示すブロック図。
【詳細な説明】
【００１１】
　[0018]添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明
するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない
。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者に
は明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１２】
　[0019]本明細書で説明する技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）および他のネットワークなど
、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用され得る。「ネットワーク」および「
システム」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡネットワークは、Ｕｎ
ｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、米
国電気通信工業会（ＴＩＡ：Telecommunications Industry Association）のＣＤＭＡ２
０００（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ技術は、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ
ＣＤＭＡ）（登録商標）およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＣＤＭＡ２０００（登録商
標）技術は、米国電子工業会（ＥＩＡ：Electronics Industry Alliance）およびＴＩＡ
からのＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格を含む。ＴＤＭＡネットワー
クは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ（ＧＳＭ）（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、
Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂ
ａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（Ｗｉ
ＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無線技術を実装し得る
。ＵＴＲＡ技術およびＥ－ＵＴＲＡ技術はＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅ
ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ　Ｌｏ
ｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴ
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Ｅ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのより新しいリリースである。ＵＴＲＡ、
Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ」（３ＧＰＰ）と呼ばれる団体から
の文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００（登録商標）およびＵＭＢは、「３ｒｄ　Ｇ
ｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２」（３ＧＰＰ２）と
呼ばれる団体からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレ
スネットワークおよび無線アクセス技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無
線アクセス技術に使用され得る。明快のために、本技法のいくつかの態様について以下で
は、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａ（代替として一緒に「ＬＴＥ／－Ａ」と呼ばれる）に関して
説明し、以下の説明の大部分ではそのようなＬＴＥ／－Ａ用語を使用する。
【００１３】
　[0020]図１に、ＲＡＴ間モビリティとともにロケーションベースサービス継続性を維持
することが実装され得る、ＬＴＥネットワークであり得るワイヤレス通信ネットワーク１
００を示す。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかの発展型ノードＢ（ｅノードＢ
）１１０と他のネットワークエンティティとを含む。ｅノードＢは、ＵＥと通信する局で
あり得、基地局、ノードＢ、アクセスポイントなどと呼ばれることもある。各ｅノードＢ
１１０は、特定の地理的エリアに通信カバレージを与え得る。３ＧＰＰでは、「セル」と
いう用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じて、ｅノードＢのこの特定の地理
的カバレージエリアおよび／またはこのカバレージエリアをサービスするｅノードＢサブ
システムを指すことがある。
【００１４】
　[0021]ｅノードＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイ
プのセルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリ
ア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、サービスに加入しているＵＥによるネ
ットワークプロバイダとの無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、概して、比較的
小さい地理的エリアをカバーすることになり、サービスに加入しているＵＥによるネット
ワークプロバイダとの無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムトセルは、概して、
比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすることになり、無制限アクセス
に加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ
：closed subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による限定
アクセスを可能にし得る。マクロセルのためのｅノードＢはマクロｅノードＢと呼ばれる
ことがある。ピコセルのためのｅノードＢはピコｅノードＢと呼ばれることがある。また
、フェムトセルのためのｅノードＢはフェムトｅノードＢまたはホームｅノードＢと呼ば
れることがある。図１に示す例では、ｅノードＢ１１０ａ、１１０ｂおよび１１０ｃは、
それぞれマクロセル１０２ａ、１０２ｂおよび１０２ｃのためのマクロｅノードＢである
。ｅノードＢ１１０ｘは、ピコセル１０２ｘのためのピコｅノードＢである。また、ｅノ
ードＢ１１０ｙおよび１１０ｚは、それぞれフェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚのため
のフェムトｅノードＢである。ｅノードＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ
、４つなどの）セルをサポートし得る。
【００１５】
　[0022]ワイヤレスネットワーク１００はまた、中継局を含み得る。中継局は、上流局（
たとえば、ｅノードＢ、ＵＥなど）からデータおよび／または他の情報の送信を受信し、
そのデータおよび／または他の情報の送信を下流局（たとえば、ＵＥまたはｅノードＢ）
に送る局である。中継局はまた、他のＵＥに対する送信を中継するＵＥであり得る。図１
に示す例では、中継局１１０ｒは、ｅノードＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を可
能にするために、ｅノードＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信し得る。中継局は、リレ
ーｅノードＢ、リレーなどと呼ばれることもある。
【００１６】
　[0023]ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのｅノードＢ、たとえば、マク
ロｅノードＢ、ピコｅノードＢ、フェムトｅノードＢ、リレーなどを含む異種ネットワー
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クであり得る。これらの様々なタイプのｅノードＢは、様々な送信電力レベル、様々なカ
バレージエリア、およびワイヤレスネットワーク１００中の干渉に対する様々な影響を有
し得る。たとえば、マクロｅノードＢは、高い送信電力レベル（たとえば、２０ワット）
を有し得るが、ピコｅノードＢ、フェムトｅノードＢ、およびリレーは、より低い送信電
力レベル（たとえば、１ワット）を有し得る。
【００１７】
　[0024]ワイヤレスネットワーク１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、ｅノードＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅノードＢ
からの送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅノードＢは異なるフ
レームタイミングを有し得、異なるｅノードＢからの送信は時間的に整合されないことが
ある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用さ
れ得る。
【００１８】
　[0025]一態様では、ワイヤレスネットワーク１００は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作
モードまたは時分割複信（ＴＤＤ）動作モードをサポートし得る。本明細書で説明する技
法は、ＦＤＤ動作モードまたはＴＤＤ動作モードのために使用され得る。
【００１９】
　[0026]ネットワークコントローラ１３０は、ｅノードＢ１１０のセットに結合し、これ
らのｅノードＢ１１０の協調および制御を行い得る。ネットワークコントローラ１３０は
、バックホールを介してｅノードＢ１１０と通信し得る。ｅノードＢ１１０はまた、たと
えば、ワイヤレスバックホールまたはワイヤラインバックホールを介して直接または間接
的に互いに通信し得る。
【００２０】
　[0027]ＵＥ１２０（たとえば、ＵＥ１２０ｘ、ＵＥ１２０ｙなど）はワイヤレスネット
ワーク１００全体にわたって分散され、各ＵＥは固定またはモバイルであり得る。ＵＥは
、端末、ユーザ端末、移動局、加入者ユニット、局などと呼ばれることもある。ＵＥは、
セルラーフォン（たとえば、スマートフォン）、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモ
デム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コ
ードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、タブレット、ネットブック、
スマートブックなどであり得る。ＵＥは、マクロｅノードＢ、ピコｅノードＢ、フェムト
ｅノードＢ、リレーなどと通信することが可能であり得る。図１において、両矢印付きの
実線は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上での、ＵＥと、そのＵＥをサービス
するように指定されたｅノードＢであるサービングｅノードＢとの間の所望の送信を示す
。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅノードＢとの間の干渉送信を示す。
【００２１】
　[0028]ＬＴＥは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、ア
ップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦ
ＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、一般にトーン、ビンなどとも呼ばれる複
数（Ｋ個）の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアはデータで変調され得る。概
して、変調シンボルは、ＯＦＤＭの場合は周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭの場合は時間領域
で送られる。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）
はシステム帯域幅に依存し得る。たとえば、サブキャリアの間隔は１５ｋＨｚであり得、
（「リソースブロック」と呼ばれる）最小リソース割振りは１２個のサブキャリア（また
は１８０ｋＨｚ）であり得る。したがって、公称ＦＦＴサイズは、１．２５、２．５、５
、１０または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の対応するシステム帯域幅に対してそれぞれ１２
８、２５６、５１２、１０２４または２０４８に等しくなり得る。システム帯域幅はまた
、サブバンドに区分され得る。たとえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚ（すなわち、６つ
のリソースブロック）をカバーし得、１．２５、２．５、５、１０、１５または２０ＭＨ
ｚの対応するシステム帯域幅に対してそれぞれ１つ、２つ、４つ、８つまたは１６個のサ
ブバンドがあり得る。
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【００２２】
　[0029]図２に、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクＦＤＤフレーム構造を示す。ダ
ウンリンクの送信タイムラインは無線フレームの単位に区分され得る。各無線フレームは
、所定の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し得、０～９のインデックスを
もつ１０個のサブフレームに区分され得る。各サブフレームは２つのスロットを含み得る
。したがって、各無線フレームは、０～１９のインデックスをもつ２０個のスロットを含
み得る。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、たとえば、（図２に示すように）ノーマル
サイクリックプレフィックスの場合は７つのシンボル期間、または拡張サイクリックプレ
フィックスの場合は６つのシンボル期間を含み得る。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボ
ル期間には０～２Ｌ－１のインデックスが割り当てられ得る。利用可能な時間周波数リソ
ースはリソースブロックに区分され得る。各リソースブロックは、１つのスロット中でＮ
個のサブキャリア（たとえば、１２個のサブキャリア）をカバーし得る。
【００２３】
　[0030]ＬＴＥでは、ｅノードＢは、ｅノードＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳ
ＣまたはＰＳＳ：primary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＣまたはＳＳ
Ｓ：secondary synchronization signal）とを送り得る。ＦＤＤ動作モードの場合、１次
同期信号および２次同期信号は、図２に示すように、それぞれ、ノーマルサイクリックプ
レフィックスをもつ各無線フレームのサブフレーム０および５の各々中のシンボル期間６
および５中で送られ得る。同期信号は、セル検出および捕捉のためにＵＥによって使用さ
れ得る。ＦＤＤ動作モードの場合、ｅノードＢは、サブフレーム０のスロット１中のシン
ボル期間０～３中で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Cha
nnel）を送り得る。ＰＢＣＨはあるシステム情報を搬送し得る。
【００２４】
　[0031]ｅノードＢは、図２に示すように、各サブフレームの第１のシンボル期間中に物
理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format In
dicator Channel）を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるいく
つか（Ｍ個）のシンボル期間を搬送し得、ここで、Ｍは、１、２または３に等しくなり得
、サブフレームごとに変化し得る。Ｍはまた、たとえば、リソースブロックが１０個未満
である、小さいシステム帯域幅では４に等しくなり得る。図２に示す例では、Ｍ＝３であ
る。ｅノードＢは、各サブフレームの最初のＭ個のシンボル期間中に物理ＨＡＲＱインジ
ケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical HARQ Indicator Channel）と物理ダウンリンク
制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel）とを送り得る。また
、図２に示す例では、ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣＨは最初の３つのシンボル期間中に含ま
れている。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送（ＨＡＲＱ）をサポートするための情報
を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのアップリンクおよびダウンリンクリソース割
振りに関する情報と、アップリンクチャネルのための電力制御情報とを搬送し得る。ｅノ
ードＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間中に物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリン
ク上でのデータ送信がスケジュールされたＵＥについてのデータを搬送し得る。
【００２５】
　[0032]ｅノードＢは、ｅノードＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８Ｍ
ＨｚにおいてＰＳＣ、ＳＳＣおよびＰＢＣＨを送り得る。ｅノードＢは、これらのチャネ
ルが送られる各シンボル期間中のシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨ
ＩＣＨを送り得る。ｅノードＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグル
ープにＰＤＣＣＨを送り得る。ｅノードＢは、システム帯域幅の特定の部分においてＵＥ
のグループにＰＤＳＣＨを送り得る。ｅノードＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方
式でＰＳＣ、ＳＳＣ、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥに
ユニキャスト方法でＰＤＣＣＨを送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＳＣ
Ｈを送り得る。
【００２６】
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　[0033]各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソ
ース要素は、１つのシンボル期間中の１つのサブキャリアをカバーし得、実数値または複
素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。制御チャネルのために
使用されるシンボルの場合、各シンボル期間中に基準信号のために使用されないリソース
要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ）に構成され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボル
期間中の４つのリソース要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０において、周
波数にわたってほぼ等しく離間され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩＣＨは、１
つまたは複数の構成可能なシンボル期間において、周波数にわたって拡散され得る、３つ
のＲＥＧを占有し得る。たとえば、ＰＨＩＣＨ用の３つのＲＥＧは、すべてシンボル期間
０中に属し得るか、またはシンボル期間０、１および２中で拡散され得る。ＰＤＣＣＨは
、最初のＭ個のシンボル期間において、利用可能なＲＥＧから選択され得る、９、１８、
３６または７２個のＲＥＧを占有し得る。ＲＥＧのいくつかの組合せのみがＰＤＣＣＨに
対して可能にされ得る。
【００２７】
　[0034]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索すべき組合
せの数は、一般に、ＰＤＣＣＨ中のすべてのＵＥに対して可能にされた組合せの数よりも
少ない。ｅノードＢは、ＵＥが探索することになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤ
ＣＣＨを送り得る。
【００２８】
　[0035]ＵＥは、複数のｅノードＢのカバレージ内にあり得る。そのＵＥをサービスする
ために、これらのｅノードＢのうちの１つが選択され得る。サービングｅノードＢは、受
信電力、経路損失、信号対雑音比（ＳＮＲ）など、様々な基準に基づいて選択され得る。
【００２９】
　[0036]図３は、アップリンクロングタームエボリューション（ＬＴＥ）通信における例
示的なＦＤＤおよびＴＤＤ（特殊ではないサブフレームのみ）サブフレーム構造を概念的
に示すブロック図である。アップリンクのために利用可能なリソースブロック（ＲＢ）は
、データセクションと制御セクションとに区分され得る。制御セクションは、システム帯
域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能なサイズを有し得る。制御セクション
中のリソースブロックは、制御情報を送信するためにＵＥに割り当てられ得る。データセ
クションは、制御セクション中に含まれないすべてのリソースブロックを含み得る。図３
の設計は、データセクション中の連続するサブキャリアのすべてを単一のＵＥに割り当て
ることを可能にし得る連続サブキャリアを含むデータセクションを生じる。
【００３０】
　[0037]ＵＥは、ｅノードＢに制御情報を送信するために制御セクション中のリソースブ
ロックを割り当てられ得る。ＵＥはまた、ｅノードＢにデータを送信するためにデータセ
クション中のリソースブロックを割り当てられ得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当
てられたリソースブロック上の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical U
plink Control Channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクション中の割
り当てられたリソースブロック上の物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Physic
al Uplink Shared Channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送信し得る
。アップリンク送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、図３に示すように周
波数上でホッピングし得る。一態様によれば、緩和シングルキャリア動作では、並列チャ
ネルはＵＬリソース上で送信され得る。たとえば、制御およびデータチャネル、並列制御
チャネル、ならびに並列データチャネルがＵＥによって送信され得る。
【００３１】
　[0038]ＰＳＣ（１次同期キャリア：primary synchronization carrier）、ＳＳＣ（２
次同期キャリア：secondary synchronization carrier）、ＣＲＳ（共通基準信号：commo
n reference signal）、ＰＢＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＬＴＥにおいて使用
される他のそのような信号およびチャネルは、公開されている「Evolved Universal Terr
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estrial Radio Access (E-UTRA); Physical Channels and Modulation」と題する３ＧＰ
Ｐ　ＴＳ　３６．２１１に記載されている。
【００３２】
　[0039]図４に、図１の基地局／ｅノードＢのうちの１つであり得る基地局／ｅノードＢ
１１０および図１のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０の設計のブロック図を示す。
たとえば、基地局１１０は、図１のマクロｅノードＢ１１０ｃであり得、ＵＥ１２０はＵ
Ｅ１２０ｙであり得る。基地局１１０はまた、何らかの他のタイプの基地局であり得る。
基地局１１０はアンテナ４３４ａ～４３４ｔを装備し得、ＵＥ１２０はアンテナ４５２ａ
～４５２ｒを装備し得る。
【００３３】
　[0040]基地局１１０において、送信プロセッサ４２０は、データソース４１２からデー
タを受信し、コントローラ／プロセッサ４４０から制御情報を受信し得る。制御情報は、
ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得る。データ
は、ＰＤＳＣＨなどのためのものであり得る。プロセッサ４２０は、データと制御情報と
を処理（たとえば、符号化およびシンボルマッピング）して、それぞれデータシンボルと
制御シンボルとを取得し得る。プロセッサ４２０はまた、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、お
よびセル固有基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（
ＭＩＭＯ）プロセッサ４３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、およ
び／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、
出力シンボルストリームを変調器（ＭＯＤ）４３２ａ～４３２ｔに与え得る。各変調器４
３２は、（たとえば、ＯＦＤＭなどの）それぞれの出力シンボルストリームを処理して、
出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器４３２はさらに、出力サンプルストリー
ムを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート
）して、ダウンリンク信号を取得し得る。変調器４３２ａ～４３２ｔからのダウンリンク
信号は、それぞれアンテナ４３４ａ～４３４ｔを介して送信され得る。
【００３４】
　[0041]ＵＥ１２０において、アンテナ４５２ａ～４５２ｒは、基地局１１０からダウン
リンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）４５４ａ～４５４ｒに
与え得る。各復調器４５４は、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増
幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得し得る。各復調器
４５４は、さらに、（たとえば、ＯＦＤＭなどの）入力サンプルを処理して、受信シンボ
ルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器４５６は、すべての復調器４５４ａ～４５４ｒから受信
シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出
シンボルを与え得る。受信プロセッサ４５８は、検出シンボルを処理（たとえば、復調、
デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１２０の復号されたデータをデータシンク４６
０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ４８０に与え得る。
【００３５】
　[0042]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ４６４は、データソ
ース４６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、コントロ
ーラ／プロセッサ４８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、処理
し得る。プロセッサ４６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プ
ロセッサ４６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ４６６に
よってプリコードされ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調器４５４ａ
～４５４ｒによって処理され、基地局１１０に送信され得る。基地局１１０において、Ｕ
Ｅ１２０からのアップリンク信号は、アンテナ４３４によって受信され、復調器４３２に
よって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器４３６によって検出され、さらに受信
プロセッサ４３８によって処理されて、ＵＥ１２０によって送られた復号されたデータお
よび制御情報が取得され得る。プロセッサ４３８は、復号されたデータをデータシンク４
３９に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ４４０に与え得る。基地局
１１０は、たとえば、Ｘ２インターフェース４４１を介して他の基地局にメッセージを送
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ることができる。
【００３６】
　[0043]コントローラ／プロセッサ４４０および４８０は、それぞれ基地局１１０および
ＵＥ１２０における動作を指示し得る。基地局１１０におけるプロセッサ４４０および／
または他のプロセッサならびにモジュールは、本明細書で説明する技法についての様々な
プロセスを実行するか、またはその実行を指示し得る。ＵＥ１２０におけるプロセッサ４
８０および／または他のプロセッサならびにモジュールはまた、図５～図６の使用方法フ
ローチャートに示す機能ブロック、および／または本明細書で説明する技法のための他の
プロセスを実行するか、またはその実行を指示し得る。メモリ４４２および４８２は、そ
れぞれ基地局１１０およびＵＥ１２０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得
る。スケジューラ４４４は、ダウンリンク上および／またはアップリンク上でのデータ送
信のためにＵＥをスケジュールし得る。
【００３７】
　[0044]ワイヤレス通信では、ハンドオーバ中に潜在的な候補基地局を決定すること、近
くの当該ポイントを識別することなど、ＵＥの物理的ロケーションに関係する様々な動作
を実行するために、ロケーションベースサービス（ＬＢＳ）がＵＥによって使用され得る
。ＬＴＥ／－Ａ無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用するネットワークでは、ＬＴＥ測位プ
ロトコル（ＬＰＰ：LTE Positioning Protocol）と呼ばれる測位プロトコルが使用され得
る。ＬＴＥ測位プロトコルは、ロケーションベース機能を要求／提供する、支援データを
要求／提供する、およびロケーション情報を要求／提供するなど、特殊なロケーション関
係メッセージを用いてＵＥとロケーションサーバとの間の通信を可能にする。アボートお
よびエラーなどのメッセージも可能である。ＬＴＥ測位プロトコルはユーザプレーンまた
は制御プレーン上で動作し得る。ユーザプレーン上で、ＬＴＥ測位プロトコルはセキュア
ユーザプレーンロケーション（ＳＵＰＬ）プロトコル、バージョン２．０によって搬送さ
れ得る。
【００３８】
　[0045]ＵＥとセキュアユーザプレーンロケーションサーバとの間の通信はＳＵＰＬロケ
ーションプラットフォーム（ＳＬＰ）を使用し得る。ＳＵＰＬロケーションプラットフォ
ーム通信は、セキュアな伝送制御プロトコル／インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ
）接続を介してトランスポートされる。セキュアなインターネットプロトコル（ＩＰ）接
続は、（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｔａｓｋ　Ｆｏｒｃｅ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｍｅｎｔｓ　４３４６に記載されている）トランスポートレイヤ
セキュリティ（ＴＬＳ）１．１プロトコルを使用して確立され得る。トランスポートレイ
ヤセキュリティプロトコルは、ロケーション情報のプライバシーを維持するために、ロケ
ーションデータを暗号化することを可能にする。
【００３９】
　[0046]ＵＥとＳＵＰＬとの間のネットワーク主導型ロケーションベースサービスコール
フローを図５に示す。図示のように、ＵＥ５０２は、ＳＵＰＬロケーションプラットフォ
ームサーバ５０４からＳＵＰＬ初期化メッセージ５０６を受信する。ＵＥ５０２は、次い
で、ＳＵＰＬロケーションプラットフォーム（ＳＬＰ）サーバ５０４とトランスポートレ
イヤセキュリティ（ＴＬＳ）プロトコルメッセージを交換する。それらのＴＬＳメッセー
ジは、ＵＥ５０２からのＴＬＳクライアントｈｅｌｌｏメッセージ５０８、ＳＬＰサーバ
５０４からのＴＬＳサーバｈｅｌｌｏメッセージ５１０、ＵＥ５０２とＳＬＰサーバ５０
４との間のＴＬＳ証明書および鍵交換５１２、ならびにＵＥ５０２とＳＬＰサーバ５０４
との間を往復するＴＬＳ完了メッセージ５１４および５１６を含む。ＵＥ５０２は、次い
で、ＳＬＰサーバ５０４にＳＵＰＬ位置初期化メッセージ５１８を送る。ＵＥ５０２は、
次いで、ＳＬＰサーバ５０４とＬＴＥ測位プロトコル（ＬＰＰ）メッセージを交換する。
それらのＬＰＰメッセージは、ＳＬＰサーバ５０４からＵＥ５０２へのロケーション情報
要求メッセージ５２０、ＵＥ５０２からＳＬＰサーバ５０４への支援データ要求メッセー
ジ５２２、ＳＬＰサーバ５０４からＵＥ５０２への支援データ提供メッセージ５２４、お
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よびＵＥ５０２からＳＬＰサーバ５０４へのロケーション情報提供メッセージ５２６を含
む。これらのＬＬＰメッセージは、ＵＥが、衛星収集データまたは測定データなどの情報
を用いてそれのロケーションを識別するのを支援し得る。最後に、ＳＬＰサーバ５０４は
ＵＥ５０２にＳＵＰＬ終了メッセージ５２８を送る。
【００４０】
　[0047]図示したＬＢＳコールフロー中に、ＬＴＥ測位プロトコルにおいて定義されてい
るいくつかのプロトコルタイマーが使用され得る。たとえば、いくつかのタイマーは１秒
のオーダーであり、他のタイマーは１０秒のオーダーである。たとえば、タイマーＳＴ２
　５３０は、ＳＵＰＬ初期化メッセージ５０６を送ることと、ＳＵＰＬ位置初期化メッセ
ージ５１８を受信することとの間の時間を追跡するサーバタイマーを示す。タイマーＵＴ
２　５３２は、ＳＵＰＬ位置初期化メッセージ５１８を送ることと、ＬＰＰロケーション
情報要求メッセージ５２０を受信することとの間の時間を追跡するＵＥタイマーを示す。
タイマーＵＴ３　５３４は、ＬＰＰロケーション情報提供メッセージ５２６を送ることと
、ＳＵＰＬ終了メッセージ５２８を受信することとの間の時間を追跡するＵＥタイマーを
示す。これらのイベントのいずれかの間の時間が期待値を超える場合、エラーが示され得
る。コールフロー中のエラーの場合、セッションは最初からの再起動を必要としないこと
がある。たとえば、ＬＰＰメッセージの交換中にタイムアウトがあった場合、ＳＵＰＬプ
ロトコルは、ＴＬＳメッセージの交換から継続することができるか、または場合によって
は、以前のＬＰＰメッセージから継続することができる。
【００４１】
　[0048]ＳＵＰＬプロトコルは、ＬＴＥ測位プロトコルのために使用されるだけでなく、
無線リソースロケーションサービスプロトコル（ＲＲＬＰ）のため、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）または広帯
域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）ネットワークにおける無線リソース制御（ＲＲＣ）の
ため、および符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワークにおけるＩＳ－８０１のために
も使用され得る。ＲＲＬＰはまた、ＬＴＥネットワークにおいても使用され得る。以下の
表１に、異なるロケーションベースサービスプロトコルが、ネットワークに応じて、ワイ
ヤレス通信のための異なるレイヤにおいてどのように使用されるかを示す。

【表１】

【００４２】
たとえば、ＬＴＥネットワークについて表１に示すように、ＬＴＥ測位プロトコル（ＬＰ
Ｐ）は、セキュアユーザプレーンロケーション（ＳＵＰＬ）プロトコルの上に位置し、Ｓ
ＵＰＬプロトコルは、伝送制御プロトコル／インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）
の上に位置する。
【００４３】
　[0049]いくつかの状況では、ＵＥは、ある無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークか
ら別のＲＡＴに変更し得る。ＵＥがＲＡＴ間システム変更に関与し得るときの例としては
、（アクティブモードハンドオーバおよびパケット交換ハンドオーバを含む）ハンドオー
バ、（１ｘ回線交換フォールバックによってトリガされたリダイレクションなどの）リダ
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イレクション、セル再選択、または圏外シナリオがある。ＵＥがＲＡＴ間システム変更に
関与し、それのＩＰアドレスを維持することが可能でない場合、新しいロケーションベー
スサービスセッションが起動される。しかしながら、いくつかのＲＡＴ間モビリティシナ
リオでは、ＵＥは、ＲＡＴ間システム変更の後にインターネットプロトコル（ＩＰ）アド
レスを維持することが可能である。それらのＩＰ維持システム変更は以下を含む。
【００４４】
・ＬＴＥネットワークから発展型高速パケットデータ（ｅＨＲＰＤ：evolved High Rate 
Packet Data）ネットワークへのモビリティ
・ｅＨＲＰＤネットワークからＬＴＥネットワークへのモビリティ
・ＬＴＥネットワークからＷＣＤＭＡ／ＧＳＭネットワークへのモビリティ
・ＷＣＤＭＡ／ＧＳＭネットワークからＬＴＥネットワークへのモビリティ
・ＧＳＭネットワークからＷＣＤＭＡネットワークへのモビリティ
・ＷＣＤＭＡネットワークからＧＳＭネットワークへのモビリティ
　[0050]ＵＥによって維持されるＩＰアドレスを使用する一態様では、この不確実性に対
処し、ＲＡＴ間モビリティ中のロケーションベースサービス継続性を改善するための方法
を提供する。詳細には、ＲＡＴ間モビリティイベント中にＳＵＰＬベースのロケーション
ベースサービスプロトコルを扱うためのプロシージャを提供する。提案するプロシージャ
は、既存のプロトコル状態をできる限り継続し、したがって、進行中のロケーションベー
スサービスの中断を低減することを目的とする。図６に、本開示の一態様による、ロケー
ションベースサービス継続性を維持するための１つのＵＥ方法を示す。
【００４５】
　[0051]ブロック６０２において、ＲＡＴ間モビリティイベントが終了すると、ブロック
６０４において、ＵＥは、ＩＰアドレスが維持されたかどうかを決定する。これは、非ア
クセス層プロトコルによって決定され得る。ブロック６０６に示すように、ＩＰアドレス
が維持されず、呼がモバイル発信（ＭＯ）である場合、ＵＥはＳＵＰＬセッションを最初
から再起動する。ＩＰアドレスが維持されず、呼がモバイル着信（ＭＴ）である場合、Ｕ
Ｅは、ネットワークが新しいロケーションベースサービスセッションを開始するのを待つ
。
【００４６】
　[0052]ＩＰアドレスが維持された場合、ＵＥは、ブロック６０８に示すように、トラン
スポートレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）セッションが完了しているかどうかを検査する。
ブロック６１０に示すように、ＴＬＳセッションが完了しておらず、エラーがなかった場
合、ＵＥはＴＬＳセッションを継続する。ＴＬＳセッションが完了しておらず、エラーが
あった場合、ＵＥは接続を閉じ、新しいＴＬＳセッションを再起動する。ＴＬＳセッショ
ンが完了している場合、ＵＥは、ブロック６１２に示すように、ＳＵＰＬタイムアウトが
あったかどうかを検査する。ブロック６１４に示すように、ＳＵＰＬタイムアウトがあり
、呼がモバイル主導型であった場合、ＵＥは、（たとえば、図５中のＳＵＰＬ位置初期化
メッセージ５１８から継続して）同じＴＬＳセッションを維持しながらＳＵＰＬセッショ
ンを再起動する。ＳＵＰＬタイムアウトがあり、呼がモバイル着信であった場合、ＵＥは
ＳＵＰＬ終了メッセージを送り、ネットワークが次の通信を開始するのを待つ。ＳＵＰＬ
タイムアウトがなかった場合、ＵＥは、ブロック６１６に示すように、ＳＵＰＬ位置初期
化メッセージが送られたかどうかを検査する。ＳＵＰＬ位置初期化メッセージが送られな
かった場合、ＵＥは、ブロック６１８に示すように、ターゲットネットワークの測位方法
を使用して、（たとえば、ＳＵＰＬ位置初期化を用いて）セキュアユーザプレーンロケー
ション（ＳＵＰＬ）プロトコルを継続する。
【００４７】
　[0053]ブロック６２０に示すように、ＳＵＰＬ位置初期化メッセージが送られた場合、
ＵＥは、ＵＥが前のネットワークとともに使用していた測位方法が、ターゲットネットワ
ークとともに動作可能であるかどうかを検査する。前のネットワークの測位方法がターゲ
ットネットワークとともに動作可能である場合、ＵＥは、ブロック６２２に示すように、
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ターゲットネットワークとともに前のネットワークの測位方法を使用して継続する。
【００４８】
　[0054]ブロック６１４に示すように、前のネットワークの測位方法がターゲットネット
ワークとともに動作可能でなく、呼がモバイル発信であった場合、ＵＥは、同じＴＬＳセ
ッションを維持しながらＳＵＰＬセッションを再起動する。前のネットワークの測位方法
がターゲットネットワークとともに動作可能でなく、呼がモバイル着信であった場合、Ｕ
Ｅは、ＳＵＰＬ終了メッセージを送り、ネットワークが次の通信を開始するのを待つ。
【００４９】
　[0055]以下の表２に、ソースＲＡＴと、ソースＲＡＴにおいてＵＥによって使用されて
いるロケーションベースサービスプロトコルとに基づいて、特定のターゲットＲＡＴのた
めにどんな測位方法プロトコルが使用されるかを示す。ターゲット無線アクセス技術は列
ヘッダに示され、ソース無線アクセス技術はそれらのプロトコルとともに行ヘッダに示さ
れている。たとえば、ロケーションベースサービスプロトコルとしてＬＰＰを使用するＵ
ＥがＬＴＥからＷＣＤＭＡに移動される場合、ＵＥは、それの新しいロケーションベース
サービスプロトコルとしてＲＲＬＰまたはＲＲＣのいずれかを使用すべきである。別の例
では、ロケーションベースサービスプロトコルとしてＲＲＬＰを使用するＵＥがＬＴＥか
らＷＣＤＭＡに移動される場合、ＵＥは、新しいプロトコルとして同様にＲＲＬＰを使用
し続けるべきである。ＵＥが同じロケーションベースサービスプロトコルを使用し続け得
る移動シナリオは、「同じ」という表記によって示されている。表２に示すような比較は
、上記で説明した図６のブロック６２０においてＵＥによって検査され得る。
【表２】

【００５０】
　[0056]図７に、ＲＡＴ間移動中にロケーションベースサービスを維持するための方法７
００を示す。ブロック７０２において、ＵＥは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソ
ース基地局から第２のＲＡＴのターゲット基地局へのユーザ機器のＲＡＴ間システム変更
を実行する。ブロック７０４において、ＵＥは、位置ロケーションセッションが起動して
いるかどうかを決定する。はいの場合、ブロック７０８において、ＵＥは、第１のＲＡＴ
の測位プロトコルが第２のＲＡＴに適合するかどうかを決定する。第１のＲＡＴの測位プ
ロトコルが第２のＲＡＴに適合する場合、ＵＥは、ブロック７１０に示すように、第１の
ＲＡＴの測位プロトコルを用いて位置ロケーションセッションを継続する。第１のＲＡＴ
の測位プロトコルが第２のＲＡＴに適合しない場合、ＵＥは、ブロック７１２に示すよう
に、位置ロケーションセッションを再起動するか、または新しい位置ロケーションセッシ
ョンのネットワーク開始を待つ。ブロック７１４に示すように、ＵＥは、位置ロケーショ
ンセッションが起動していないとき、第２のＲＡＴの測位プロトコルを用いて位置ロケー
ションセッションを開始する。
【００５１】
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　[0057]一構成では、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡ
Ｔのターゲット基地局へのユーザ機器のＲＡＴ間システム変更を実行するための手段を含
む、ワイヤレス通信のためのＵＥ１２０が構成される。一態様では、手段は、アンテナ４
５２、コントローラ／プロセッサ４８０、受信プロセッサ４５８、送信プロセッサ４６４
、および／またはメモリ４８２であり得る。ＵＥはまた、位置ロケーションセッションが
起動しているかどうかを決定するための手段を含む。ＵＥは、位置ロケーションセッショ
ンが起動しているとき、第１のＲＡＴとともに使用される測位プロトコルが第２のＲＡＴ
に適合するかどうかを決定するための手段をさらに含む。ＵＥは、第１のＲＡＴの測位プ
ロトコルが第２のＲＡＴに適合するとき、その測位プロトコルを用いて位置ロケーション
セッションを継続するための手段をまたさらに含む。ＵＥはまた、測位プロトコルが第２
のＲＡＴに適合しないとき、位置ロケーションセッションを再起動すること、または新し
い位置ロケーションセッションのネットワーク開始を待つことのいずれかを行うための手
段を含む。ＵＥは、位置ロケーションセッションが起動していないとき、第２のＲＡＴの
測位プロトコルを用いて位置ロケーションセッションを開始するための手段をさらに含む
。一態様では、これらの手段は、コントローラ／プロセッサ４８０、受信プロセッサ４５
８、送信プロセッサ４６４、および／またはメモリ４８２であり得る。別の態様では、上
述の手段は、上述の手段によって具陳した機能を実行するように構成されたモジュールま
たは任意の装置を含み得る。
【００５２】
　[0058]図８に、図４のＵＥ１２０などのＵＥのための装置８００の設計を示す。装置８
００は、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡＴのターゲッ
ト基地局へのユーザ機器のＲＡＴ間システム変更を実行するためのモジュール８０２を含
む。装置８００はまた、位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定する
ためのモジュール８０４を含む。装置８００はまた、位置ロケーションセッションが起動
しているとき、第１のＲＡＴとともに使用される測位プロトコルが第２のＲＡＴに適合す
るかどうかを決定するためのモジュール８０６を含む。装置８００はまた、第１のＲＡＴ
の測位プロトコルが第２のＲＡＴに適合するとき、その測位プロトコルを用いて位置ロケ
ーションセッションを継続するためのモジュール８０８を含む。装置８００はまた、測位
プロトコルが第２のＲＡＴに適合しないとき、位置ロケーションセッションを再起動する
こと、または新しい位置ロケーションセッションのネットワーク開始を待つことのいずれ
かを行うためのモジュール８１０を含む。装置８００はまた、位置ロケーションセッショ
ンが起動していないとき、第２のＲＡＴの測位プロトコルを用いて位置ロケーションセッ
ションを開始するためのモジュール８１２を含む。図８のモジュールは、プロセッサ、電
子デバイス、ハードウェアデバイス、電子構成要素、論理回路、メモリ、ソフトウェアコ
ード、ファームウェアコードなど、またはそれらの任意の組合せを含み得る。
【００５３】
　[0059]上記で説明した技法は、ＵＥが、可能な場合、既存のロケーションベースサービ
スセッションを使用し続けることを可能にする。そのような技法は、サービス中断を低減
し、サービス継続性を改善することができる。
【００５４】
　[0060]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハードウ
ェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロッ
ク、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関して
説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装す
るかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。当業者は
、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決定
は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【００５５】
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　[0061]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、お
よび回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素
、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを
用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代
替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合
せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、Ｄ
ＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような
構成として実装され得る。
【００５６】
　[0062]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実
施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、
レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で
知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッ
サが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロ
セッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッサ
および記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐し得る。代替
として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として常駐し得る。
【００５７】
　[0063]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実
装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体
上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ
可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意
の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含み得る。記憶媒体は、汎用ま
たは専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定
ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ
、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁
気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード
手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎
用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることがで
きる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれ得る。たとえば、ソフ
トウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線
（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、
ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波
などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）
およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（
登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）
、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレイ（登録商標）ディスク（di
sc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は
、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内
に含めるべきである。
【００５８】
　[0064]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
ことができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らか
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となり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく
他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計
に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広
い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信中にロケーションベースサービスを管理するための方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡＴのターゲット基地
局へのユーザ機器の無線アクセス技術（ＲＡＴ）間システム変更を実行することと、
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定することと、
　前記位置ロケーションセッションが起動しているとき、前記第１のＲＡＴとともに使用
される測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するかどうかを決定することと、
　前記第１のＲＡＴの前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するとき、前記測位
プロトコルを用いて前記位置ロケーションセッションを継続することと、
　前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合しないとき、前記位置ロケーションセッ
ションを再起動すること、または新しい位置ロケーションセッションのネットワーク開始
を待つことのいずれかと、
　前記位置ロケーションセッションが起動していないとき、前記第２のＲＡＴの測位プロ
トコルを用いて位置ロケーションセッションを開始することと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記ユーザ機器のインターネットプロトコルアドレスが前記ＲＡＴ間システム変更中に
維持されるときを決定することと、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されるとき、前記位置ロケーションセッ
ションが起動しているかどうかを決定することと、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されないとき、新しい位置ロケーション
セッションを起動することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　トランスポートレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）プロトコル交換が完了しているかどうか
を決定することと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しているとき、セキュアユーザプレーンロケーション
プロトコルタイムアウトが発生したかどうかを決定することと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しておらず、ＴＬＳプロトコルエラーが示されないと
き、前記ＴＬＳプロトコル交換を継続することと、
　ＴＬＳプロトコルエラーが示されたとき、前記ＴＬＳプロトコル交換を再起動すること
と
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを前記決定することは、セキュア
ユーザプレーンロケーション位置初期化メッセージが送られたかどうかを決定することを
備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記位置ロケーションセッションがＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ
）測位プロトコル（ＬＰＰ）を使用する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡＴのターゲット基地
局へのユーザ機器の無線アクセス技術（ＲＡＴ）間システム変更を実行するための手段と
、
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定するための手段と、
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　前記位置ロケーションセッションが起動しているとき、前記第１のＲＡＴとともに使用
される測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するかどうかを決定するための手段と、
　前記第１のＲＡＴの前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するとき、前記測位
プロトコルを用いて前記位置ロケーションセッションを継続するための手段と、
　前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合しないとき、前記位置ロケーションセッ
ションを再起動すること、または新しい位置ロケーションセッションのネットワーク開始
を待つことのいずれかを行うための手段と、
　前記位置ロケーションセッションが起動していないとき、前記第２のＲＡＴの測位プロ
トコルを用いて位置ロケーションセッションを開始するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ７］
　前記ユーザ機器のインターネットプロトコルアドレスが前記ＲＡＴ間システム変更中に
維持されるときを決定するための手段と、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されるとき、前記位置ロケーションセッ
ションが起動しているかどうかを決定するための手段と、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されないとき、新しい位置ロケーション
セッションを起動するための手段と
をさらに備える、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ８］
　トランスポートレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）プロトコル交換が完了しているかどうか
を決定するための手段と、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しているとき、セキュアユーザプレーンロケーション
プロトコルタイムアウトが発生したかどうかを決定するための手段と、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しておらず、ＴＬＳプロトコルエラーが示されないと
き、前記ＴＬＳプロトコル交換を継続するための手段と、
　ＴＬＳプロトコルエラーが示されたとき、前記ＴＬＳプロトコル交換を再起動するため
の手段と
をさらに備える、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ９］
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定するための前記手段は、セ
キュアユーザプレーンロケーション位置初期化メッセージが送られたかどうかを決定する
ための手段を備える、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記位置ロケーションセッションがＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ
）測位プロトコル（ＬＰＰ）を使用する、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ１１］
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラムコ
ードは、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡＴのターゲット基地
局へのユーザ機器の無線アクセス技術（ＲＡＴ）間システム変更を実行するためのプログ
ラムコードと、
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定するためのプログラムコー
ドと、
　前記位置ロケーションセッションが起動しているとき、前記第１のＲＡＴとともに使用
される測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するかどうかを決定するためのプログラ
ムコードと、
　前記第１のＲＡＴの前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するとき、前記測位
プロトコルを用いて前記位置ロケーションセッションを継続するためのプログラムコード
と、
　前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合しないとき、前記位置ロケーションセッ
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ションを再起動すること、または新しい位置ロケーションセッションのネットワーク開始
を待つことのいずれかを行うためのプログラムコードと、
　前記位置ロケーションセッションが起動していないとき、前記第２のＲＡＴの測位プロ
トコルを用いて位置ロケーションセッションを開始するためのプログラムコードと
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ１２］
　前記ユーザ機器のインターネットプロトコルアドレスが前記ＲＡＴ間システム変更中に
維持されるときを決定するためのプログラムコードと、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されるとき、前記位置ロケーションセッ
ションが起動しているかどうかを決定するためのプログラムコードと、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されないとき、新しい位置ロケーション
セッションを起動するためのプログラムコードと
をさらに備える、Ｃ１１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１３］
　トランスポートレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）プロトコル交換が完了しているかどうか
を決定するためのプログラムコードと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しているとき、セキュアユーザプレーンロケーション
プロトコルタイムアウトが発生したかどうかを決定するためのプログラムコードと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しておらず、ＴＬＳプロトコルエラーが示されないと
き、前記ＴＬＳプロトコル交換を継続するためのプログラムコードと、
　ＴＬＳプロトコルエラーが示されたとき、前記ＴＬＳプロトコル交換を再起動するため
のプログラムコードと
をさらに備える、Ｃ１１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１４］
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定するための前記プログラム
コードは、セキュアユーザプレーンロケーション位置初期化メッセージが送られたかどう
かを決定するためのプログラムコードを備える、Ｃ１１に記載のコンピュータプログラム
製品。
［Ｃ１５］
　前記位置ロケーションセッションがＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ
）測位プロトコル（ＬＰＰ）を使用する、Ｃ１１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１６］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のソース基地局から第２のＲＡＴのターゲット基地
局へのユーザ機器の無線アクセス技術（ＲＡＴ）間システム変更を実行することと、
　位置ロケーションセッションが起動しているかどうかを決定することと、
　前記位置ロケーションセッションが起動しているとき、前記第１のＲＡＴとともに使用
される測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するかどうかを決定することと、
　前記第１のＲＡＴの前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合するとき、前記測位
プロトコルを用いて前記位置ロケーションセッションを継続することと、
　前記測位プロトコルが前記第２のＲＡＴに適合しないとき、前記位置ロケーションセッ
ションを再起動すること、または新しい位置ロケーションセッションのネットワーク開始
を待つことのいずれかを行うことと、
　前記位置ロケーションセッションが起動していないとき、前記第２のＲＡＴの測位プロ
トコルを用いて位置ロケーションセッションを開始することと
を行うように構成された、装置。
［Ｃ１７］
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ユーザ機器のインターネットプロトコルアドレスが前記ＲＡＴ間システム変更中に
維持されるときを決定することと、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されるとき、前記位置ロケーションセッ
ションが起動しているかどうかを決定することと、
　前記インターネットプロトコルアドレスが維持されないとき、新しい位置ロケーション
セッションを起動することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　トランスポートレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）プロトコル交換が完了しているかどうか
を決定することと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しているとき、セキュアユーザプレーンロケーション
プロトコルタイムアウトが発生したかどうかを決定することと、
　前記ＴＬＳプロトコル交換が完了しておらず、ＴＬＳプロトコルエラーが示されないと
き、前記ＴＬＳプロトコル交換を継続することと、
　ＴＬＳプロトコルエラーが示されたとき、前記ＴＬＳプロトコル交換を再起動すること
と
を行うようにさらに構成された、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、セキュアユーザプレーンロケーション位置初期化
メッセージが送られたかどうかを決定するようにさらに構成された、Ｃ１６に記載の装置
。
［Ｃ２０］
　前記位置ロケーションセッションがＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ
）測位プロトコル（ＬＰＰ）を使用する、Ｃ１６に記載の装置。
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